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達成度

【妥当性】 【成果】

　　今回のテーマと目標の設定は有効でしたか？ 　　期待した成果は得られましたか？
【コメント欄】
○「森・川・海」のつながりをテーマにして学ぶことで、長良川と海をつながりの
あるものと捉え、その関連性を追究することができた。よって、有効であったと
考えている。

【コメント欄】
○活動を実施したものついては、生徒の振り返り等から評価すると環境保
全に関する理解が深まったといえる。
●校外での活動が計画通り実施できていないため、期待した成果を得られ
たとは言えない。

　　学習内容の分量は適切でしたか？（無理のない目標･計画でしたか？） 　　学習目標と本活動との関連性は明確でしたか？
【コメント欄】
○計画の変更等があったが、修学旅行での体験活動を位置付けるなどの代替
案を実施できた。
●まん延防止等の措置のため校外での学習に制限があったため、計画通り実
施できなかったのものがある。

【コメント欄】
○活動を実施したものに関しては、学習目標に沿った活動が展開されてい
た。

　　内容は対象児童・生徒のレベルに適切でしたか？ 　　活動は児童・生徒の海洋への関心を高める契機となりましたか？
【コメント欄】
○活動を実施したものの内容や活動は、生徒の実態に合ったものであったと
考えている。

【コメント欄】
○活動は限定されていたが、その活動を通して、森と川のつながりや海洋
汚染の問題等についての関心を高めることができた。

【有効性】 【持続性】

　　内容は計画通りに実施されましたか？ 　　活動に必要なﾉｳﾊｳ･知見･技術等が教員間で共有されていますか？ その他コメント・感想
【コメント欄】
●まん延防止等の措置のため校外での学習に制限があったため、計画通り実
施できなかったのものがある。

【コメント欄】
○「海なし県であっても、長良川を通して海を想像することできるようにする
ことが大切である」という共通認識のもと、指導の方向性をさらに明確にす
ることができた。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、制限された活動が多くあったが、３
年生の修学旅行では東海大学海洋学部で、２年生の宿泊研修では郡上にあるあゆ
パークで、それぞれ体験学習を行うなど、可能な限りの学習を展開することができ
た。それらの学習を通して、身近にある長良川は、海と密接な関連をもっており、上流
部の森林保全の大切さや、海洋プラスチック等の問題は長良川を美しく保つことに
よっても解決につながること等を学ぶことができた。
　我が子に聞くと「焼きたての鮎の塩焼きはとても美味しかった。教室で調べていたこ
と以上に多くのことを知ることができて良かった。長良川をもっと大切にしなければと
思うようになった。」と感想を話してくれた。また、これまで参加したことのなかった「長
良川を美しくしよう運動（長良川河畔の清掃活動）」にも参加する姿があった。学校で
の学習や郡上での体験学習を通して、子供なりに長良川について考えるよい機会に
なったのではないか。（ＰＴＡ役員感想）
　これまで家族で水害について長良川の話をしたことはあったが、清流長良川として
の話題になることはなかったので、とても興味深かった。子供は「郡上で実際に長良
川の環境保全に携わる人の話を直接聞くことができてよかった。水深が違うので一様
には言えないが、上流もとても美しく澄んだ水が流れていることが分かった。授業でな
ければ、目の前にある長良川について深く考えることなく大人になっていたと思うの
で、よい機会になったと思う。」と言っていた。これからも、岐阜に住む者として長良川
を大切にしていってほしい。（ＰＴＡ役員感想）

　　協力要請した外部機関との連絡体制や指導内容は良好/適切でしたか？ 　　学習内容や成果物が適切に活用される（見込み）がありますか？

【コメント欄】
○あゆパークの職員の方や東海大学海洋学部職員の方と連携して指導にあ
たったことで、指導内容の定着を図ることができた。

【コメント欄】
○学習内容をワークシート、新聞等にまとめ、それを紹介することで、適切
に活用できたと考えている。

　　助成事業に対する地域や保護者からの理解は得られましたか？ 実施後に家庭や
地域への知識や情報の広がりが見られますか？

　　学習した内容を継続･応用する仕組みは考慮されていますか？

【コメント欄】
○学校運営協議会等を通して、海洋教育の魅力を伝えることで、地域や保護
者の方からの理解を十分に得ることができた。

【コメント欄】
○学年間で活動の成果や課題等を常に交流しており、学習内容を継続す
ることは可能である。

【効率性】 【信頼性】

　　学習活動の実施時期は適切でしたか？ 　　担当教員は学習内容について十分な知識･技術を有していましたか？

【コメント欄】
○活動を行ったものについては、適切であった。

【コメント欄】
○教職員の海洋教育に関する認識も深まりつつあり、指導に生かすことが
できつつある。

　　物資･資金・派遣講師（人員）の規模や質は適切でしたか？ 　　実施に当たり、十分な体制が整えられましたか？　（教員間連携、安全対策、チェック体制）

【コメント欄】
○コロナ禍であったため、バスを増やす等の状況であったが、予算を適切に執
行することができた。

【コメント欄】
○校外の学習においては教員間の連携を図り、安全に活動をすることが
できた。

　　実施期間の設定は適切でしたか？（計画内容を設定期間内に終えることができましたか？） 　　実施内容について外部公表・発信・共有していますか？
【コメント欄】
●実際に計画どおり行うことができていないため、期間内の実施はできなかっ
た。

【コメント欄】
●学校ＨＰなどでの発信に留まっている。
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